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その書写作業の完了と同時にそのカー ドの全部を私

の利用に供して下 さった。それ とほとんど時 を同じ

くして,ボ ー ドレイ文庫蔵 日葡辞書のロー トグラフ

の完本 が私の手に入 るとい う,全 く思い もかけなか

った幸運に恵まれるとい うこともあって,そ こに運

命のような ものを感じた私は,勇 を鼓 してその研究

に取組む心を固めたのである。その時思 ったことは,

自らの能力をはか り, この一書の研究に専念 しよう

とい うことであらた。 この書はそれに価す るもので

あ り,ねば り強 く取組 んでいれば,難物の この書 も

いつかは胸を開いてくれるはずだと思ったからであ

る。

日葡辞書は,元来 キリス ト教伝道上の必要か ら編

まれた もので, その理解のためには,当時の歴史的

事情・布教事情か らキリシタン資料一般を知 らねば

な らず,同時代の国内文献 もゆるがせにす ることは

できない。また,日葡ざ 占には,早 く 1620年 マニラ

版のスパイン語訳があ り,1%8年パ リ版の フランス

語訳があ るので, それ r)も 参照する必要がある。 も

ともと外 国語は苦手であるのに,そ れらを参照する

となれば,全 く泥縄式の勉強 もしなければな らなか

った。 ともか くも牛歩遅々とした歩みであったけれ

ど,長年の間ひたすら付 き合 ったよしみで, 日葡辞

書 も理解 を拒む手 を少 しはゆるめて くれたようであ

る。拙いながら少しばか りの リポー トがで き, 日本

語訳の稿本 もできた。今 それを恩師の批正を仰 ぎ,

その他の方 とも協力して出版するめどもついたが ,

まだ印刷の運びに至 らずに退官することにな った。

退官の時をひとくぎりに,心を新たにしてその完成

と研究の深化につとめなければな らないと考えてい

る。

世に「馬鹿の一つ覚え」 とい うことわざがあ る。

私はこの非難を甘受すべき人間であ り,始めか らそ

の覚悟である。 とい うのは,当の私自身があえて一

つ覚えに徹 しよ うとしたのだか ら。力劣 り,才薄 く生

まれついた自分には,そ れよりほかに歩 む道はない

と考えたか らである。しかし,当 面の対象は狭 く限

つて も, それに迫ろ うとすれ1£ 考究の範囲はおの

ずか ら広が らざるを得ない。私の歩みは,前に も述

べたよ うに泥縄式であって正道ではない。必要に迫

られて仕方なくそ うせざるを得なかったのであ る。

日葡辞書に出合 うまでの営みは,結果か らみれば道

草をくったような ものである。しかし,今にして思

えば,決 して徒労であったとは思 わない。朝鮮の日

本語資料を手がけたことも, 日葡辞書研究の上に役

立つことが少な くはなかった。私が暗中模索の悩み

を続けているころ,あ る畏敬する先輩か ら,「学問

の世界には,め ったに無駄 とい うことはない もの日

と励まされためら 今にしてその真なることをつ くづ

く思 うのである。

年頭の所感が,つまらぬ自己の歩みを回顧す るこ

とになってしまった。 これも近 く退官する思いがさ

せたわざとしてお許し願いたいが,学生諸君にとっ

て,踏まずに通るべき「前車の轍」として受けとっ

てもらえば幸いである。

(日 本研究  教授 )

惜 別 の ス ケ ッ チ

ある人間が,そ のひとな りに生 きてきた人生にい

よいよ最後的な終止符を打たれ ようとするとき,過
去に体験 して集積 した, さまざまな事象の記憶のあ

れ これが潜在意識の底か らよみがえって,な んの脈

絡 もなしに,そ れこそフラッシュ・バックみたいに

心のスクリーンに明滅す るもの らしい。すると,自
分の場合 も,定年 とい うものを目の前にひかえて,

世間なみに, これから第二の人生がはじまる, と自

称し,他称されることが許 されるなら,こ の きっか

中 井 正 文

けに第一の人生を清算してみるつもりで, 自分なり

の色あせた,みすばらしい過去をふり返ってみるこ

とは, まったくの
'不
作法・無意味でもないような気

がする。

……ひとりの少年が,宮島の対岸の,瀬戸内海の

岸辺の村で育った。彼は広島市内の中学校にはいる。

そこは質実Dll健の伝統を誇示する,およそ紀律の厳

格すぎる学校だったが,少数の同好の友人たちとい

っしょに,彼は文学書 をひそかに貸し借りして愛読
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す るよ うになった。あの時代の ことが,い まさら昔

なつかしく思い出され る。

旧制の高校は, 自分ひとりの意志で熊本の五高を

えらんだが, けつきよく,後悔 しなかった。早 くも

安酒を飲み,寮歌を高歌放吟す ることをおぼえた。

ひとつ自分で も作 ってみた くなって,「椿花咲 く南

国の」 とい う歌詞をでつちあげて,正式の寮歌とし

て制定された。道進歌ふ うの作曲の方がよか つたせ

ぃか,い まだに生 きながらえて,老若男女に愛 唱さ

れてい るそうである。サッカーが好 きで,ひ ととお

り選手 としての活躍をつづけなが ら,年に四回 も発

行 されていた,文芸部の雑誌「 龍南」に毎号かかさ

ずに小説や,随想 らしい ものを発表して,ひ とりで

悦にいっていたらしいおもむきがある。 とに力>く
,

甘い ロマンスの味のする,無邪気で思いあが りの,

傷つきやすい青春の陶酔の, ある意味では短かす ぎ

る三年間だったといえよう。 (べつに留年はしなか

った )

大学は,東京へ行 った。その ころはたいへんに就

職難の,暗い世相の時代だった。大学を出てか ら世

間普通のコースに割 りこむ気はな くて,若い彼は不

遜に も苦節十年の,危険の予想 される作家の道をた

どる決心をしていた。希望のとばしい文学 青年とし

て,彼はい くつかの同人誌に習作をかきつづけた。

どれ もこれ も力量のた りない,若書 きの未熟な もの

にす ぎなかつただろう。 ときどき絶望的な,み じめ

な気分に悩 まされた。大学を卒業 して二年目に,あ

る総合雑誌 (「中央公論」 )が小説 と,評論の募集

をしたので, とびついて彼 も応募 してみたのだが,

まった く意外なことに「神話」とい う,百枚た らず

の小説が当選してしまった。 (こ の雑誌には,の ち

に「阿蘇活火山」 という青春小説をのせてもらつた)

そのような小 さな転回点があったので,最初の短

篇集 も出版され るし,ほかの雑誌か らも小説や,翻

訳などの依頼がきて, どうやら自活することも不可

能ではなさそうな胸のときめきをおぼえた ものだつ

た。たとえ非力な新米作家で も,ひ とたびスター ト

をきつた以上,あ とは自分 自身の意志と,精進 と,

運命の風の吹きようを心の柱にして,粘 りづよく初

志をつ らぬ こうとやつてみるしかないではないか。

だが,あ の ときは,ひ とつの挫折だつた。あれ もこ

れ も戦争のせいにする気はないのだが,文学的な出

版活動は停止され,雑誌は軒なみに休刊 させ られた。

彼は郷星 に舞い もどって,あ る私立女学校の教師

にな り,そ ののちに広島大学教養部の一員に迎えら

れたのだが, あれか ら早い もので もう二十五年,い

ま定年で学園をしずかに去ってい こうとしている。

その間はいろいろなことがあつたから, さまざまな

感慨 もな くはないだろう。ほんとうに,その長い歳

月に彼は何をしてきたのか ? べつにたいして何 も

してこなかつたように反省される。 トーマス・ マン

流の表現をひねって言うなら,ついに彼は学問的な

秩序の聖域のなかへ「迷い こんだ」文学青年 (?)
にすぎなかつたか もしれないのだ。教室で学生諸君

におしえるとき以外は, あま り目だたない,中途は

んばで役立たずの,まずは凡庸な教官であることの

方がずっと多かったように思われて,みずか ら苦笑

さえ浮かんでくる。

第一の人生の半分に近い,長す ぎる期間に,いつ

まで も文学青年的な彼は何 をやってきたのか ? ろ

くな研究はしなか つたようだし,小説はい くつ も書

いていたのだが,あ まり変わ りばえのしない,本人

に とつて も不満足な ものが多か ったようである。そ

の くせ,文学への情熱だけは もちつづけてい るらし

いのだ。ただひとつ彼のためにせめて無用の提灯 も

ちをしてやるな ら,学生時代 か ら作品をつ うじてフ

ランツ・カフカの文学に親 しみ,戦後に世界的なカ

フヵ .プ ームが湧きおこつた とき,あ る世界文学全

集のために長篇の「 アメリカ」や中篇の「変身」な

どを翻訳し,あ る文庫 (角川 )に もおさめ られて
,

毎年かな り多 くの新読者を得てきたことくらいの も

のだろう。

(外国語 教授 )

ー

―
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戦後の科学,技術の進展は,ま ことに 目覚しい も

のがあった。人間がそれについて行 き,ま たそれを

さらに押 し進めて行 くためには,数多 くの専門家が

必要であった。その ことがさらに専門分化に拍車 を

かけた。

各方面でこれ ら余 りにも分イヒした専門分野間の調

整,統合化の必要が痛感 されるようになった。従 っ

」、ン～ン/ 1λ
i[ふ臭覇彗:3合182重奮で臭曇乳星基

°
に教養部制度の再検討の要請と相侯って, 旧制高等

学校制度の見直しがいわれ始めた要因ではないのだ

ろうか。そのような背景があつて総合科学部が誕生

したのではないのだろうか。突如として生れたもの

であってもそれを生む母胎は十分成熟していたので

はないだろうか。この点筆者のいわれる「数年来の

例府 。文部省・財界の旧制高等学校見直し論」の通

りであるが,見直し論はいかにも悪であるかのよう

な見方はどうであろうか。世の中が必要とする人材

を養成し,そ のために過去の制度によい ものがあれ

、      ば取 り入れることが何故悪いのであろうか。

その総合科学部がたまたま広島大学にできたので

「広島高等学校」という具体的な対象が浮んだだけ

で何も「広島」にこだわる必要はないが,そ の広高

についても戦時体制は学校の在 り方を変えたことは
‐~  確かである。しかし筆者のいわれるような「戦前の

歴史的背景の中で広高の伝統と精神とは育った」 も

のではない。全く影響がなかつたとはいえないが,

そのような背景には反抗または無視の態度をとる者

が大勢であった。「 さきの歴史を語ることをせず」

はその結果でもあろう。

「昭和四年までの過程を,政府・地方官庁 。企業

・財界 I大学等の中で担 つた『 人材 』を送り出した

伝統に過ぎず,……社会情勢にllF応 し立身出世コー

スを歩むという精神だったのである。」といわれる

が,広高同窓生の中にもいろんな人がいて戦前戦中

は勿論,戦後に於ても苦難の道を各界で歩んできた

のである。これを「伝統」であり,「精神」である

とぃわれるのはどうであろうか。これからも大学を

総合科学部と旧制広島高等学校同窓会について

(広島大学総合科学部報る3)の所感

(広高同窓会)瀬 良 文 夫

出た人達は,そ れぞれ各界を担 う人材であり,社会

情勢にllk応 して立身出世 コースを歩むことになるで

あろう。

それではよき時代 (受験地獄の連続を経験 しなけ

ればならない今の若い人達は不幸である。が,旧制

高校時代に於ても苦しい受験勉強をしなければなら

なかったのである。 )のそこで育ったわれわれの

「伝統 と精神」 とはいかなるものであろうか。残念

なが ら今それを表現する力がない。われわれ同窓生

のグループとの交流の中でそれ を汲み取 って貰いた

い。私達は総合科学部の卒業生 を広高同窓会の後継

者 とすることについては,そ れを論ずることさえま

だ早いと考えているし,過去三回に亘って行われた

学生 との対話の中ではぼそうい う結論になったと思

ってい る。唯,今の教育制度の中の弱点を補強 しよ

うとして生れた学部に対 し,又その中で勉学する学

生に対 して何 らかお役に立てば と思 ってお手伝いし

ているに過ぎない。

広高批判の中で こうだと決 めつけた結論が出され

ているが,私には何か公式に当てはめて出された数

式のような感じが してならない。私達はもっとゆと

りもあ り多様であると思 ってい る。

「現在の社会・体制 。大勢に含まれ る矛盾 。問題

を自らの目と耳 と頭で見出 し, それを解決しようと

する実践的努力」 こそ最 も大切なことといわれ るこ

とは同感である。問題は「解決」の 目標 と方法であ

ろう。それが確立 され,全体か ら承認 されなければ,

単なる無責任 な破壊であ り,独断であり, 自由のな

い独裁に終るであろう。
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私 に と って婦人解放 とは
一 西 田計氏 に捧 ぐ一

今日もテレビに榎美沙子が登場した。「売名行為

だ。」「売名して次期選挙に出るつもりではないの

か。」「『 中ピ連 』並びに『 女性を泣き寝入りさせ

ない会 』の行動は真に女性解放運動 とは言えない」

等 ,々相変らず手厳しい意見の飛びかう中で,あの

不敵な微笑を絶やさなかった彼女はさぞかし男性の

女性軽蔑感を増加させたことだろう。

そもそも,存在に深く根を降ろした「女性」とい

う概念はゲーテのファウストに「存在するものたち

の母」という言葉で言い表わされ,多 くの人々の知

の糧になつてきた。そして, ジンメルが「存在論的

他者」として女性を神話論的感受性を介して描いた

後,婦人解放論が横行間歩するようになったが,そ
れらすべてが真に婦人の為の解放論かというと甚だ

疑間である。どこもかしこも似非ものが多すぎる世

の中だと思う。ところで飛翔N03において親切にも

女性に対する警告をして下さつた西田さんはどうで

あろうか。似非フェミニストか否か。西田さんのフ

ァンの一人として,私は否の方を期待したいのだが,

彼のフェミニスト振 りは単なる売名行為だという巷

の噂もありち不信感が募 りつつある。

しかし私は,彼の綴 り方に関し,残念ながら一部

を肯定せざるを得ない。つい最近私は「女性の敵は

女性である。」という言葉を身にしみて感じたので

ある。この事は別にしても,足 を引っ張る者のいる

限り女性には真の解放はないし,実質的な自由 。平

等は永久に手虫に収められないであろう。女性はも

っともっと目を見開いて,学んで,才女になり,我
々を軽視している男性社会に挑戦すべきである。こ

ういう風に書 くとおそらく,揚げ足取 りの好きな人

はす ぐ反論したがるだろう。が,真意を解さず,表
現のみにこだわるような反論なら私は受け付けない。

「挑戦」という言葉が攻撃的だというなら,「貢調

という言葉を用いてもいい。 (男 性社会にではなく

(我々女性をも含む )“ 社会 "に。 )私 が言いたい

のはむしろこの意味だから, この方がいいかもしれ

ない。まとめを書 くと,「榎美沙子もオヨヨと驚 く,

社会に貢献する女性が,真に婦人解放を勝ち取るで

情報行動科学コース2年  嶋 田 千恵子

あろう。」ということになる。

西田さんの文章に話を もどす と,彼の最後のパラ

ドックスは全 く, ナンセンスな もの としカギ言いよう

がない。一見巧妙に見えるこのパ ラドックスは,

「 我は男性な り」 という優越感のなせる業でな くて

一体何であろう。「女性が自主的に職業選択の自由

を放棄 している」 という馬鹿気た事が存在するのな

ら,長い歴史の うえで,女性が婦人参政権を得るた

めにさえ, どれだけ多 くの努力を払ってきたかをど

う説明す るのだろうか。 もっとも,彼は自分 自身で

独善的 と認めているのだか ら,あんまり責めるのは

止めにしよう。それに,私は今で も彼のファンなの

だか ら。

山口昌男 とい う,おエライ人が「女性が差別の対

象になるのは,女性が存在の根底に触れている事に

対する男の場統 と恐怖心を喚び起 こすからにすぎな

いg」 とおっしゃってい る。その考え方は一理ある

と思 うし,男性の本音を吐いた ものではないかとも

思 う。幸いに も(?)私 は情報の劣等生である故,

まだまだ情報 の男子の嫉771と 恐怖心など喚び起こす

に至 らない力ら いつか, そういう女性 も現われるで

あろうと期待 している。いや, もっと楽観視すれば,

もうすでに自分のまわりからそ うい う女性が活躍し

つつあるのかもしれない。

詰まるところ,私にとって婦人解放 とは,現在の

ところは身につまされる問題ではないにしても,今
後自分自身 との闘いか ら始まるものになるであろう。

ところで, あなたにとって婦人解放とは ?
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